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交差点事故をなくそう 歩行者・自転車 再確認

《過労運転の防止》
○ 「ぼ～っと」すると･･･目は開いていても･･･見えていません
○ ･･･「その運転、大変危険です」
○ こまめに休憩をとりましょう （2時間走行15分休憩）
○ 運転中は、常に、危険です 緊張感のゆるみに注意しましょう
○ 視線を固定しない･･･ミラーを見る､歩道に目を向ける､情報表示板・標識を見る
○ 健康管理で、事故も病気も防ぎましょう

想定していないと･･･ブレーキが遅れる
想定は･･･経験と知識からきている

バックする時 「たぶんいないだろう･･･」は、ダメ

信号待ち車への追突 漫然運転、わき見運転に注意しましょう

確認してからハンドル操作 すべての操作は必ず、確認してから行いましょう

運転中 子どもの動きに 注意しましょう

事故防止のため 「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

早朝５時半 丁字路交差点
自転車で横断歩道を渡っていた男性

左折の乗用車にはねられ、意識不明の重体
◇左折は死角が多い ハンドルを切る前に確認しましょう ◇

◇『死角』に自転車・歩行者あり◇
◇左折時は、『巻き込み事故』に注意しましょう◇

２０２４／８／１６（金）
１５日午前５時半ごろ、栃木県にある丁字路の交差点で、横断歩道を渡っていた自転車の男性が、左折する乗用

車にはねられ、体を強く打ち、意識不明の重体です。

夕方４時半 信号交差点
自転車で横断歩道を渡っていた女性
右折の乗用車のはねられ重体

◇ショートカット右折をしない （道路交通法にも禁止）◇
◇ショートカット右折は、ミラーとピラーの「死角」をつくる、歩行者を「見落とす」◇

◇右折時は、「大きく曲がって」、ミラーとピラーの「死角」をつくらない◇
２０２４／８／１６（金）

１５日午後４時３０分ごろ、香川県の信号交差点で右折した乗用車が自転車で横断歩道を渡っていた女性をはねま
した。この事故で自転車に乗っていた女性（５２）が頭を強く打ち、意識不明の重体です。

午後７時 札幌発寒 信号や横断歩道のない場所
高齢女性、乗用車にはねられ、病院に搬送

◇『早朝・夜間』 信号や横断歩道のない場所・・・『渡ってくるかもしれない』、要注意◇
◇夜間・・・ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

２０２４／８／１６（金）
１５日午後６時５０分ごろ、札幌市西区発寒９条１３丁目の市道で高齢女性が路上を歩いていたところ、乗用車にはね

られ、頭から出血して病院に搬送されました。搬送時は会話はできる状態だったということです。現場はＪＲ発寒
駅南口の近くで、横断歩道や信号機はありませんでした。


